
「ありがとう。そう言ってくれてありがとう」
　
セレナの声は感謝の気持ちでいっぱいだっ
た。

「クラスメイトにずっとイジメられているな

ら、先生に言えば？ 」

ミスエンジェルは提案した。

「そんなことをしても無駄。先生だって、彼ら

を止められない」

セレナは
むりょく

無力そうに答えた。ずっと前に試し

てみたが、イジメを悪化させるだけだと知っ

ていたからだ。
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